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特集◎農家民宿 中学校の受け入れ風景Report得たこと・期待することInterview

～５月10、11 日 千葉県市川市立第三中学校～
＜１日目＞

＜ 2 日目＞
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生徒たちが到着

市内の入浴施設へ
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昼ごはん

おまちかねの
夕食タイム

起床

4 ～ 5 人の班ごとに農家へ。最初は緊張してい
た生徒たちも優しい農家さんにすっかり笑顔。

受け入れ農家みんなでお出迎え。

この日はあいにくの雨模様。

普段はあまりしない体勢で収穫。腰がイタくなりそう～

自宅の風呂ではなく、「しゃくなげの湯」

など公衆浴場を利用してもらいます。

最後もみんなでお見送り。安曇野にまた来てね！

お昼もみんなで協力して作ります！

自分で採った食材がテーブルに並ぶと大興奮！

安曇野の清々しい朝を満喫！

夜はこんなことしています！
◦庭で花火
◦虫の声を聴きながら散歩
◦夢を語り合う　　　　など

初めてお会いした時、とても柔らかい雰囲気と優
しい笑顔で迎えてくださりありがとうございました。
頂いたブルーベリージャムは美味しくて頬が緩みま
す。今回の体験を大切な思い出として、これからの
学生生活を充実させていきます。（S さん）

後日、生徒からお礼状が届くことも！

いよいよ農業体験

実現！ 田園産業都市 安曇野
市では、田園と産業文化、豊かな自然環境と景観を守り

つつ、安曇野らしい産業振興を図り、住む人・来る人に、

楽しくやさしいまちづくりを進めています。

農家民宿事業は、都市部に暮らす中高生が農家との交流

を通して、農業の大切さを学んでもらうこと、また、自然

や食文化など、安曇野ならではの魅力をまるごと体験して

もらうことを狙いとしたものです。将来を担う若い世代

の皆さんに地域の魅力を

知っていただくことは未

来への投資ともいえます。

皆さんが思い出を持ち帰

り、「次回は家族で安曇野

市を訪れたい！」「将来、

安曇野市で暮らしたい！」

と感じていただけること

を願っています。
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子どもたちには何でも
自分でやって“体験”さ
せることを心掛けていま
す。自分の目で見て感じ
て想い出にして、将来ま
た安曇野を訪れてくれる
のを楽しみにしています。

安曇野での民泊体験は
自然や地域の皆さんと思
いっきり触れ合えること
ができ、生徒たちの満面
の笑顔が輝いていました。
皆さんには本当にお世話
になりました。

受け入れ農家 大募集！
8月29日 募集相談会のご案内
都会に住む子どもたちに、農業体験等を提供して安曇野の暮ら

しを伝える「農家民宿」の受け入れ農家の相談会を行います。受
け入れ経験のある農家さんと直接話すこともできます。「農家民
宿」に興味のある方はどなたでも気軽にご参加ください。

農家民宿には既存の一般住宅を使用します

●日時　　８月 29 日（水） 午後１時 30 分～３時 30 分
　　　　　（申込不要。都合の良い時間にお越しください）
●場所　　豊科交流学習センター「きぼう」第２学習室
●対象　　市内在住者（非農家でも可）

受け入れの概要
●期間　5 月～ 10 月
●宿泊者　都市部の中学生・高校生
●内容　1 泊 2 食（夕・朝食）。受け入れ人数は１農家 5 人まで。
●基本料金　１人につき 7,650 円を協議会から受け入れ農家に

お支払いします。（諸経費を基本料金から控除する場合あり）

問安曇野市農家民宿連絡協議会事務局
（農政課マーケティング担当内）471・2430　671・2507

受け入れ農家からは、「地域の良さを再発見し、
地域内でのつながりがさらに強くなった」との声も


